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◆岡山市立岡輝中学校の概要

◇学区の概要
学区は岡山市の中心部に位置し，旭川に沿って北

から南に細長く続いている。学校の周辺は，住宅街，
古くなった商店街が密集しており，付近の主要道路
は交通量も多く，自然環境，教育環境については必
ずしも最適の状態とはいえない。
学区は、商店と住宅とが混在している清輝小学校

区（清輝小・清輝保）と，国道２号線の完成により近
年急速に市街化が進んだ岡南小学校区（岡南小・
岡南保・岡南幼）の２小学校区からなっている。
校区の生活実態は、生活基盤の弱い家庭が多く、

「０歳～１５歳までの責任のある保育・教育」
の実践を通して、
「子どもたちが愛されていると実感できる学校づくり・
地域づくり」
を目指している。

◇学区の６校園のイメージ



◆岡輝中学校区の取り組み
１９９８（H10）

１９９９（H11）

２０００（H12）

２００１（H13）

２００２（H14）

２００３（H15）

２００４（H16）

２００５（H17）

岡山東警察署パイロット指定（H10，H11）

岡山県指定「いきいきスクール支援事業」
（H11，H12，H13） 【いきいきスクール推進委員会の設置】

みどりの林檎

夏期研修に保育園参加

職場体験（３日間）
ＰＴＡ文部大臣表彰
岡輝版「子育て法」発行

〈新教育課程スタート〉

文部科学省指定
「新しいタイプの学校運営の在り方に
関する実践研究」（H14，H15，H16）

岡輝地区青少年保導協議会岡山県より表彰

9月 シニアスクール試行開始
岡輝中学校岡山県より表彰
改訂岡輝版「子育て法」

（コミュニティスクール法案成立９月試行）シニアスクール本格実施
（清輝教室，岡輝教室）
地域情報紙「ちくたく」発行

☆第Ⅰ期（平成１０年～１３年）
「荒れの克服」

学校丸抱えの生徒指導から
地域全体で考える生徒指導へ



２００５（H17）

２００６（H18）

２００７（H19）

２００８（H20）

２００９（H21）

２０１０（H22）

２０１１（H23）

地域部代表を公募にて選出
「地域学校協議会」福武哲彦教育賞を受賞

文部科学省指定
「コミュニティスクール推進事業」（H17，H18）

岡山市地域協働学校１号の指定

「岡山市人権教育推進指定事業」（H18，H19）

シニアスクール岡南教室開校

協同学習のスタート 岡山市地域協働学校（３年目）

文部科学省指定
「コミュニティスクール推進事業」（H20）

岡山市地域協働学校（４年目）

協同学習実践２年目
（清輝小，岡南小協同学習のスタート）

岡輝版土曜寺子屋試行開校（10月）

協同学習実践３年目

協同学習実践４年目

岡山市地域協働学校（５年目）

岡山市地域協働学校（継続指定１年目）
「いきいき学校園づくり」実施

☆第Ⅱ期（平成１４年～１８年）
「学校運営の組織化」

協同学習実践５年目
☆第Ⅲ期（平成１９年～）
「授業で学校を変える」

個を大切にし，
認め合い・学び合う



☆ 岡輝中学校区の取り組み

１ 毎月１回、６校園長会を開く。（ただし、８月は除く。）

２ 毎月１回、地域協働学校運営協議会を開催。
（ただし、８月は除く。）

３ 年２回、（７月・１２月）岡輝学区６校園に、地域にある
私立幼稚園１園、私立保育園２園、高等学校１校
を交えた、拡大地域協働学校運営協議会を開催。

４ 「シニアスクール」の設置。

５ 「土曜寺子屋」の設置。



☆ 岡輝中学校区の取り組み

６ 「つながれ岡輝！」の開催。

７ 岡輝学区地域広報誌「ちくたく」の発行。（年２回）

８ 「家庭での生活習慣」「家庭での学習習慣」についての
小、中で継続したアンケート調査の実施。

９ 「協同学習」に関する中学校区の研修の充実。

公開授業・夏期研修（２回）

１０ 「イメージアップ岡輝」の開催。



☆ 「地域協働」の考え方

２ 「連携」は手段であって、目的ではない

４ 地域の方を新しい同僚と考える

５ 人は、必要とされることを必要とする

３ 「連携」から「協働」へ

１ いつまで「連携を進める」と言っているのか



地域協働学校の理念
地域協働学校は，

○ 地域住民や保護者等が
○ 一定の権限をもって
○ 学校運営に参画する

合議制の機関 であり，



地域協働学校の理念

○ 中学校区を一つの地域と見なし，
○ 学校・家庭・地域社会が

それぞれの役割を果たしながら，
○ 元気な学校，元気な子どもを
○ 地域で持続的にはぐくんでいく

という理念に基づき運営されるもの



岡山市の現状

岡山市立岡輝中学校区をはじめ，平成２３年４月
１日現在，１８中学校区９０校園を指定。（岡山市
立の学校は３８中学校区，１９９校園。）

今後も，要件の整った中学校区から順次指定を
行っていく予定。


